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平
成
18
年
5
月
24
日
に
出
入
国
管

理
及
び
難
民
認
定
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
本
年
11
月

23
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
テ
ロ
の
未
然
防

止
の
た
め
の
規
定
の
整
備
が
行
わ

れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
入
国
審
査

時
に
個
人
識
別
情
報
を
利
用
し
た
審

査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
新
し
い
入
国
審
査
手
続
で

は
、
入
国
申
請
時
に
指
紋
及
び
顔
写

真
の
提
供
を
行
い
、
そ
の
後
、
入
国

審
査
官
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

個
人
識
別
情
報
の
提
供
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
外
国
人
が
、
指
紋
又

は
顔
写
真
の
提
供
を
拒
否
し
た
場
合

は
、
日
本
へ
の
入
国
は
許
可
さ
れ
ず
、

日
本
か
ら
の
退
去
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　

次
の
免
除
者
を
除
き
、
日
本
に
入

国
す
る
外
国
人
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

❶
特
別
永
住
者

❷
16
歳
未
満
の
者

❸「
外
交
」
又
は
「
公
用
」
の
在
留
資

　

格
に
該
当
す
る
活
動
を
行
お
う
と

　

す
る
者

　
　
　

　
　
　

市
場
化
テ
ス
ト
（
民
間
競
争

入
札
）
と
は
、
競
争
の
導
入
に
よ
る

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法

律
（
公
共
サ
ー
ビ
ス
改
革
法
）
に
基

づ
き
、
民
間
委
託
の
対
象
と
さ
れ
た

公
共
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
民
間
事

業
者
の
間
に
お
い
て
、
当
該
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
す
る
者
を
決
定
す
る
た

め
に
実
施
す
る
入
札
の
こ
と
を
指
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
民
間
が
担
う
こ
と
が
で
き
る

も
の
は
民
間
に
ゆ
だ
ね
、
民
間
の
創

意
と
工
夫
を
適
切
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
国
民
の
た
め
、
よ
り
良

質
か
つ
低
廉
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　

登
記
所
が
行
っ
て
い
る
事
務

の
う
ち
、
登
記
簿
等
の
公
開
に
関
す

る
事
務
、
例
え
ば
、
登
記
事
項
証
明

書
、
印
鑑
証
明
書
、
地
図
の
写
し
等

の
交
付
に
係
る
事
務
や
登
記
簿
、
地

図
等
の
閲
覧
に
係
る
事
務
（
以
下
、

乙
号
事
務
と
し
ま
す
。）
を
民
間
事

業
者
に
委
託
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　

乙
号
事
務
の
窓
口
に
お
け
る

応
対
は
、
民
間
事
業
者
が
行
い
、
そ

れ
以
外
の
所
有
権
移
転
登
記
や
抵
当

権
設
定
登
記
等
の
登
記
申
請
に
係
る

事
務
及
び
そ
の
窓
口
に
お
け
る
応
対

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
法
務
局
の
職

員
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

平
成
19
年
度
に
行
う
民
間
競

争
入
札
の
対
象
と
す
る
登
記
所
は
、

札
幌
、
仙
台
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、

広
島
、
福
岡
、
高
松
の
各
法
務
局
の

本
局
及
び
函
館
、
福
島
、
水
戸
、
宇

都
宮
、
横
浜
、
静
岡
、
甲
府
、
新
潟
、

岐
阜
、
京
都
、
神
戸
、
岡
山
、
高
知
、

宮
崎
の
各
地
方
法
務
局
の
本
局
、
合

計
22
か
所
で
す
。

　　
　
　

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
法
務
局
又
は
地

方
法
務
局
ご
と
に
入
札
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
の
契
約
期
間
は
、

平
成
20
年
4
月
か
ら
平
成
23
年
3
月

ま
で
の
3
年
間
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
法
務
局
の

職
員
等
が
乙
号
事
務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
登
記
所
に
お
い

て
も
、
平
成
20
年
度
以
降
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
の
全
国
展
開
に
あ
わ
せ
て
、

順
次
市
場
化
テ
ス
ト
（
民
間
競
争
入

札
）
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
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め
ら
れ
ず
、
日
本
か
ら
の
退
去
が
命

じ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
外
国
人
か
ら
提
供
さ
れ
た
個

人
識
別
情
報
の
保
護
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
る
の
で
す
か
？

　
　
　

提
供
さ
れ
た
個
人
識
別
情
報

（
指
紋
及
び
顔
写
真
）
は
重
要
な
個

人
情
報
で
す
の
で
、
個
人
情
報
保
護

の
基
本
法
で
あ
る
「
行
政
機
関
の
保

有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
」
に
従
っ
て
適
正
に
取
り
扱
い

ま
す
。
ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
面
で
も
、
万
全
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
入
国
管
理
局
で
は
、
新
し

い
入
国
審
査
手
続
に
つ
い
て
み
な
さ

ま
に
よ
り
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た

め
、
広
報
ビ
デ
オ
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
し
て
い
ま
す
。
法
務
省
及
び

入
国
管
理
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

●
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w
w
.m

oj.go.jp/

（
ビ

　

デ
オ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

●
入
国
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.im

m
i-m

oj.go.jp/

　
（
ビ
デ
オ
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

●
政
府
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
の

　
海
外
向
け
広
報
チ
ャ
ン
ネ
ル

　
「Cool Japan

」（
61
c
h
）（
英
、中
、韓
）

　

http://nettv.gov-online.go.jp/

　

channel.htm
l?c=61

（
ビ
デ
オ
）

と
が
可
能
と
な
り
、
テ
ロ
の
未
然
防

止
に
役
立
つ
か
ら
で
す
。  

　
　
　
両
手
人
差
し
指
の
指
紋
を
提

供
で
き
な
い
と
き
は
？

　
　
　

人
差
し
指
が
欠
損
し
て
い
る

こ
と
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
、
提
供

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
に

は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
順
番
に
よ

り
、
別
の
指
の
指
紋
の
提
供
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際

に
は
入
国
審
査
官
に
申
し
出
て
、
そ

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。 

　
　
　
指
紋
及
び
顔
写
真
を
提
供
し

な
か
っ
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
措
置

が
と
ら
れ
る
の
で
す
か
？

　
　
　

入
国
審
査
官
は
、
そ
の
外
国

人
が
免
除
対
象
者
で
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
す
が
、
外

国
人
が
免
除
対
象
者
で
な
い
に
も
関

わ
ら
ず
指
紋
等
の
個
人
識
別
情
報
を

提
供
し
な
い
場
合
に
は
、
入
国
は
認

　●2面 信託法が生まれ変わりました
　●3面 「法の日」週間記念行事を開催します！/赤れんが秋まつりを
　　　　　開催します！/ハンセン病に関する「シンポジウム」を開催
　●4面 「法テラス」業務開始1周年

2
　
対
象
者
に
つ
い
て

1
　
は
じ
め
に

❹
国
の
行
政
機
関
の
長
が
招
へ
い
す

　

る
者

❺
❸
又
は
❹
に
準
ず
る
者
と
し
て
法

　

務
省
令
で
定
め
る
も
の

❶
入
国
審
査
官
に
旅
券
、
出
入
国
記

　

録
カ
ー
ド
（
E
D
カ
ー
ド
）
等
を

　

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
入
国
審
査
官
か
ら
案
内
を
受
け
た

　

後
、
原
則
、
両
手
の
人
差
し
指
を

　

指
紋
読
取
機
器
の
上
に
置
き
、
電

　

磁
的
に
指
紋
情
報
を
読
み
取
ら
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❸
指
紋
読
取
機
器
の
上
部
に
あ
る
カ

　

メ
ラ
で
顔
写
真
の
撮
影
を
行
っ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

❹
入
国
審
査
官
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
（
質
問
）
を
受
け
ま
す
。

❺
入
国
審
査
官
か
ら
旅
券
等
を
受
け

　

取
り
、
審
査
は
終
了
し
ま
す
。

 

　
　
　
ど
う
し
て
入
国
審
査
の
と
き

に
指
紋
、
顔
写
真
を
提
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

　
　
　

指
紋
及
び
顔
写
真
と
い
う
個

人
識
別
情
報
を
利
用
し
て
、
別
人
の

旅
券
を
使
っ
て
い
る
人
や
テ
ロ
リ
ス

ト
等
の
要
注
意
人
物
を
見
つ
け
る
こ

5
　
お
知
ら
せ

Q1A1

Q2A2Q3A3

Q4A4

3
　
新
し
い
入
国
審
査
手
続

4
　
Q
&
A

Q3

民
間
委
託
後
は
、
登
記
所
の

窓
口
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る

の
で
す
か
？

Q4

ど
こ
の
登
記
所
に
つ
い
て
民

間
委
託
の
た
め
の
入
札
が
実

施
さ
れ
る
の
で
す
か
？

Q5

今
回
予
定
さ
れ
て
い
る
入
札

は
ど
こ
で
行
わ
れ
る
の
で
す

か
？
ま
た
、
契
約
期
間
は
ど

の
く
ら
い
で
す
か
？

Q6

今
回
民
間
委
託
の
対
象
と
さ

れ
て
い
な
い
登
記
所
の
窓
口

は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で

す
か
？

A1A2A3

A4A5A6

QA

お知らせ

新しい入国審査の流れ

●指紋情報の読み取り

●写真撮影

●入国審査官からのインタビュー（質問）

　
平
成
20
年
4
月
か
ら
一
部
の

登
記
所
に
お
い
て
登
記
簿
等

の
公
開
に
関
す
る
事
務
（
乙
号

事
務
）
を
民
間
委
託
し
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
に
は
、
そ
の
た

め
の
「
市
場
化
テ
ス
ト（
民
間

競
争
入
札
）」　を
実
施
し
ま
す
。

「
市
場
化
テ
ス
ト（
民
間
競
争

入
札
）」
と
は
何
で
す
か
？

Q1

ど
の
よ
う
な
事
務
を
民
間
事

業
者
に
委
託
す
る
の
で
す
か
？

Q2
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大
正
11
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、

実
質
的
な
改
正
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
信
託
法
が
、
約
80
年
ぶ
り
に
全
面

改
正
さ
れ
、
読
む
人
が
分
か
り
や
す

い
、
使
う
人
が
使
い
や
す
い
法
律
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
信
託
法
は
、
生
ま

れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　
信
託
と
は
ど
の
よ
う
な

　
制
度
で
す
か
？

　

信
託
と
は
、
委
託
者
が
受
託
者
に

対
し
て
財
産
の
移
転
そ
の
他
の
処
分

を
し
、
信
託
目
的
に
従
っ
て
、
受
託

者
が
受
益
者
の
た
め
に
信
託
財
産
の

管
理
、
処
分
を
す
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。

　

例
え
ば
、
委
託
者
が
所
有
す
る
土

地
を
受
託
者
に
信
託
し
、
受
託
者
が

そ
の
土
地
上
に
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
を
建

設
・
管
理
し
、
賃
料
収
入
を
受
益
者

に
交
付
す
る
、
と
い
う
形
で
用
い
ら

れ
ま
す
。

　
な
ぜ
、
信
託
法
制
の

　
見
直
し
を
し
た
の
で
す
か
？

　

旧
信
託
法
は
、
80
年
以
上
に
わ

た
っ
て
実
質
的
な
改
正
が
さ
れ
な
い

ま
ま
で
し
た
。
こ
の
間
の
社
会
・
経

済
活
動
の
多
様
化
に
伴
い
、
各
方
面

で
信
託
の
利
用
が
進
み
、
旧
信
託
法

が
制
定
さ
れ
た
当
時
に
は
想
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
形
態
で
の
信
託
の
活

用
も
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
変
化

に
十
分
に
対
応
す
る
た
め
、
旧
信
託

法
を
見
直
す
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
す
。

　
信
託
法
は
ど
の
よ
う
に

　
改
正
さ
れ
た
の
で
す
か
？

　

旧
信
託
法
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
、

公
益
信
託
の
規
定
も
含
め
て
75
条
の

み
で
し
た
が
、
新
信
託
法
は
、
現
代

語
化
さ
れ
、
条
文
も
2
7
1
条
に
増

え
ま
し
た
。

　

信
託
法
の
主
な
改
正
点
は
、
❶
受

託
者
の
義
務
を
合
理
化
し
た
こ
と
、

❷
受
益
者
の
権
利
行
使
を
よ
り
実
効

性
が
あ
る
も
の
と
し
た
こ
と
、
❸
新

た
な
信
託
類
型
を
創
設
し
た
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

　
新
た
に
創
設
さ
れ
た
信
託

　
類
型
と
は
ど
の
よ
う
な

　
も
の
で
す
か
？

（
1
） 

自
己
信
託

　

新
信
託
法
で
は
、
委
託
者
が
自
ら

受
託
者
と
な
る
こ
と
（
自
己
信
託
）

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

自
己
信
託
は
施
行
か
ら
1
年
間
は
利

用
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
2
） 

受
益
権
の
有
価
証
券
化

　

新
信
託
法
で
は
、
信
託
財
産
か
ら

生
ま
れ
た
利
益
を
受
け
取
る
権
利

（
受
益
権
）
を
有
価
証
券
に
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

（
3
）
受
益
者
の
定
め
の
な
い
信
託

　

旧
信
託
法
で
は
、
受
益
者
の
定
め

の
な
い
信
託
は
、
公
益
目
的
の
も
の

に
限
定
し
て
許
容
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
新
信
託
法
で
は
、
公
益
目
的
の

も
の
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

現
在
の
と
こ
ろ
、
受
託
者
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
者
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

教
誨
師
の
仕
事
内
容

　
教
誨
師
は
、
全
国
の
刑
務
所
、
少
年
院

等
に
お
い
て
、
施
設
に
収
容
さ
れ
て
い
る

被
収
容
者
の
希
望
に
応
じ
、
各
教
宗
派
の

教
義
に
基
づ
い
た
、
法
話
や
儀
式
等
の
宗

教
行
為
を
行
う
こ
と
に
よ
り
被
収
容
者
の

改
善
更
生
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

活
動
を
し
て
い
る
民
間
の
篤
志
の
宗
教
家

で
す
。教

誨
師
の
や
り
が
い

　
宗
教
教
誨
を
受
け
た
者
が
更
生
し
社
会

人
と
し
て
の
道
を
地
道
に
歩
ん
で
い
る
こ

と
を
聞
か
さ
れ
た
時
や
、「
前
回
の
お
話

よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
忘
れ
ま
せ
ん
か
ら

全
国
約
1
9
0
0
名
の
宗
教
家
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
改
善
更
生
の
た
め
に
奉
仕

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。

仕
事
を
す
る
中
で
、
嬉
し
か
っ

た
こ
と
、
苦
労
し
た
こ
と

　
少
年
院
に
ご
縁
を
い
た
だ
き
35
年
近
く

に
な
り
ま
す
。
以
前
は
「
お
彼
岸
、
お
盆
、

花
ま
つ
り
、
お
慈
悲
、
お
し
ゃ
か
さ
ま…

」

等
の
仏
教
用
語
に
あ
ま
り
抵
抗
、
違
和
感

も
な
く
説
明
も
不
要
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

今
や
死
語
に
近
く
、
一
か
ら
説
明
を
要
す

る
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
反
面
先
入
観
が

な
い
だ
け
に
受
入
れ
も
容
易
な
よ
う
で

す
。
今
後
も
試
行
錯
誤
あ
る
の
み
で
す
。

教 誨 師
「債権回収会社」について今回の

質問は
？

Q
A

債権回収会社って何ですか？

　例えば、ある会社が銀行からお金を借りたとします。しかし、その
後会社の経営状態が悪くなってそのお金が返せなくなり、貸した銀行
としても困った状態になる場合があります。このようなときに、銀行
から委託を受けるなどして、銀行の代わりにそのお金を回収する会社
が「債権回収会社」（通称「サービサー」）です。

会社が借金の回収をしていいのですか？Q
　従来は、債権回収を業として行えるのは弁護士に限られていました
が、金融機関の膨大な不良債権を処理するために、「債権管理回収業
に関する特別措置法」という法律ができて、法務大臣の許可を受けれ
ば、民間会社でもそれができるようになったのです。なお、債権回収
と言えば、暴力団などによる過酷な取立てを連想するかもしれません
が、このような団体に営業を許可することはありません。

A

Q
A

厳しい取立てが行われる心配はないのですか？

　サービサーには、例えば、大きな声を出して相手を脅したりするな
ど、多くのやってはいけない行為があり、これに違反した場合には、
許可の取消しなどの厳しい処分を受けることになります。また、法務
省では、定期的に立入検査を行うなどして、サービサーがそのような
行為を行わないように、指導・監督を行っています。

　
く
じ
で
選
ば
れ
た
国
民
の
み
な

さ
ん
が
裁
判
官
と
と
も
に
刑
事

裁
判
に
参
加
す
る
裁
判
員
制
度
。

ス
タ
ー
ト
ま
で
1
年
半
と
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
度
、
法
務
省
は
、

国
民
の
み
な
さ
ん
に
楽

し
み
な
が
ら
制
度
に
つ

い
て
知
っ
て
い
た
だ

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

や
不
安
を
自
然
に
解
消

し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
裁
判
員
制
度
広
報

用
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ビ

デ
オ
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
タ
イ
ト
ル
は
、「
総

務
部
総
務
課
　
山
口

六
平
太
　
裁
判
員
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
じ
め
ま

す
！
」

　
コ
ミ
ッ
ク
誌
に
20
年

に
わ
た
り
連
載
さ
れ
て

い
る
人
気
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
山
口
六
平
太
が
、

今
回
は
、「
裁
判
員
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り

組
み
ま
す
。
六
平
太
は

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
総

務
部
総
務
課
に
所
属
す

る
総
務
マ
ン
。
見
た
目

は
今
ひ
と
つ
で
す
が
、

実
は
社
内
の
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
社
長
の
相
談
相
手

ま
で
何
で
も
こ
な
す
頼

り
に
な
る
男
で
す
。
そ

ん
な
六
平
太
と
と
も

に
働
く
総
務
課
の
面
々

が
、「
裁
判
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
奮
闘
し
ま
す
。

【
あ
ら
す
じ
】

　
裁
判
員
制
度
の
開
始
を
翌
年
に

控
え
た
2
0
0
8
年
の
初
冬
。
裁

判
員
の
候
補
者
名
簿
に
名
前
が

載
っ
た
人
々
に
通
知
が
出
さ
れ

た
。
通
知
を
受
け
取
っ
た
人
々
の

中
に
な
ん
と
六
平
太
の
上
司
、
悪

口
・
陰
口
が
大
得
意
の
有
馬
係
長

の
姿
が
あ
っ
た
。
社
内
に
は
、
こ

の
通
知
を
受
け
取
っ
た
社
員
が
有

馬
係
長
の
ほ
か
に
も
多
数
い
た
こ

と
か
ら
、
総
務
課
は
、
裁
判
員
に

選
ば
れ
た
社
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
「
裁
判
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
立
ち
上
げ
を
社
長
か
ら
命
じ
ら

れ
る
。
六
平
太
た
ち
は
裁
判
を
学

び
な
が
ら
、
サ
ポ
ー
ト
策
作
り
に

精
を
出
す
。
そ
ん
な
中
、
有
馬
は

裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所
に

行
く
こ
と
に…

。「
小
生
は
裁
判

所
な
ん
て
イ
ヤ
だ
！
」
と
動
揺
し

ま
く
る
有
馬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ

う
一
計
を
案
じ
る
六
平
太
。
果
た

し
て
総
務
課
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

無
事
完
了
で
き
る
の
か
！？
そ
し
て

裁
判
員
と
し
て
法
廷
に
臨
ん
だ
有

馬
は
ど
う
な
る
！？

　
六
平
太
の
ほ
ん
わ
か
し
た
雰
囲

気
で
、
裁
判
員
制
度
に
興
味
の
あ

る
方
や
六
平
太
フ
ァ
ン
の
方
は
も

ち
ろ
ん
、
ど
な
た
に
も
楽
し
ん
で

見
て
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
（
字

幕
・
副
音
声
対
応
）。

　
お
気
軽
に
法
務
省
裁
判
員
制
度

啓
発
推
進
室
又
は
最
寄
り
の
検
察

庁
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
新
信
託
法
が
、

　
平
成
19
年
9
月
30
日
か
ら

　
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

愛光女子学園教誨師
府中刑務所教誨師

山田義俊さん
やま だ よしとし

ね
」
と
い
わ
れ
た
時
に
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。国

民
の
み
な
さ
ん
に
対
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ

　
私
ど
も
の
活
動
は
主
に
施
設
内
で
あ

り
、
国
民
の
み
な
さ
ん
の
目
に
直
接
触

れ
る
こ
と
の
な
い
地
味
な
仕
事
で
す
が
、

裁判員プロ裁判員プロジェクトはじめまじめます！裁判員プロジェクトはじめます！総務部総務課
山口六平太

この仕事を始めて

もう35年 かあ…

いろいろな

ことが
あったなぁ

昔花
ま
つ
り

お
盆

お
彼
岸

昔は仏教用語を
説明しなくても
分かって
くれたっけ…

花
ま
つ
り
?

お
盆
?

お
彼
岸
?

今

今じ
ゃ

一か
ら説

明しな
いと

分か
って

      も
らえ

ない

こ
れ
か
ら
も

試
行
錯
誤

あ
る
の
み
！

が
ん
ば
る
ぞ
！

色
々
勉
強
し
て

きょう　かい　  し

信
託
信
託
法

信
託
法
が
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た

移
転

給
付

受益者
信託財産から生じ
た利益を受領

信託とは？

委託者
財産の実質的な権
利を受託者に移転

受託者
受益者のため信託
財産を管理・処分

信託財産

●裁判員プロジェクトはじめます！DVDジャケット



　《
み
ん
な
で
奏
で
る
司
法
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
》
を
テ
ー
マ
に
、
本
年
10
月

6
日
（
土
）、
法
務
省
と
検
察
庁
（
東

京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1
丁
目
1
番

1
号
中
央
合
同
庁
舎
6
号
館
）
の
一

部
を
一
般
に
開
放
し
、「
赤
れ
ん
が

秋
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。「
法

の
日
」
に
ち
な
み
、
裁
判
員
制
度
を

中
心
と
す
る
司
法
制
度
改
革
や
法
務

行
政
を
、
み
な
さ
ん
に
楽
し
み
な
が

ら
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
も
の
で
、
今
回

で
3
回
目
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
目
玉
と
し
て
、
落
語
家
の

三
遊
亭
圓
橘
さ
ん
が
「
赤
れ
ん
が
寄

席
」
の
高
座
に
上
が
り
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
新
作
落
語
「
裁
判
員
落
語
―
そ

れ
で
も
ぼ
く
は
な
り
た
か
っ
た
」
を

演
じ
て
く
れ
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
の

演
目
「
江
戸
の
裁
判
―
三
方
一
両
損
」

は
、
法
務
省
敷
地
（
大
岡
屋
敷
の
石

灯
籠
あ
り
）
に
縁
の
あ
る
大
岡
越
前

守
の
噺
で
す
。
ま
た
前
回
、
玄
人
は

だ
し
の
演
技
が
大
評
判
と
な
っ
た
模

擬
裁
判
「
み
ん
な
で
判
決
」
も
再
び

開
廷
し
ま
す
。

　

漫
画
家
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
が
開

く
「
世
界
を
し
あ
わ
せ
に
」
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
子
ど
も
に

大
人
気
の
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
や
「
ば

い
き
ん
ま
ん
」
た
ち
も
や
っ
て
来
ま

す
。
但
木
敬
一
検
事
総
長
は
、「
検

事
総
長
と
語
ろ
う
会
」
で
、
ヴ
ォ
ー

カ
リ
ス
ト
鈴
木
重
子
さ
ん
を
相
手

に
、
日
本
の
法
文
化
や
司
法
参
加
を

テ
ー
マ
に
わ
か
り
や
す
く
語
り
ま
す
。

　

第
1
回
か
ら
連
続
出
演
し
て
い
る

鈴
木
重
子
さ
ん
は
、
新
た
に

〈
O
T
O
A
S
O
B
I
音
あ
そ
び
〉

の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
ま
す
。
多
く
の
固
定
フ
ァ
ン

が
い
る
警
視
庁
音
楽
隊
の
演
奏
も
あ

り
ま
す
。

　

裁
判
員
制
度
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
自
然
と
「
裁
判
員
制
度
に
参
加

し
た
い
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
楽
し
く
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
で

す
の
で
、
制
度
に
対
す
る
不
安
や
疑

問
を
お
持
ち
の
方
も
、
ぜ
ひ
、
こ
の

機
会
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
第
48
回
「
法
の
日
」
週
間

記
念
行
事
を
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
10
月
1
日
か
ら
7
日
ま

で
の
「
法
の
日
」
週
間
を
中
心
に
、

各
地
の
裁
判
所
、
検
察
庁
及
び
弁
護

士
会
が
連
携
・
協
力
し
て
、
全
国
各

地
で
裁
判
員
制
度
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

各
地
で
模
擬
裁
判
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

今
後
、
各
検
察
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。
各
地
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
み
な
さ
ま
の
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
10
月
1
日
（
月
）
午
後
6
時

30
分
か
ら
、
東
京
都
新
宿
区
の
新
宿

明
治
安
田
生
命
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
48
回
「
法
の
日
」
週
間
記
念
行
事

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
平
成
21
年

5
月
ま
で
に
始
ま
る
裁
判
員
制
度
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
ま
す
。

　

ご
来
場
の
方
々
に
楽
し
み
な
が
ら

裁
判
員
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
制
度
に
対
す
る
不
安
や
疑

問
も
一
挙
に
解
決
し
て
い
た
だ
け

る
、
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
コ
ミ
ッ
ク
誌
で

連
載
中
の
人
気
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
総

務
部
総
務
課　

山
口
六
平
太
」
を
起

用
し
た
裁
判
員
制
度
広
報
用
ア
ニ
メ

「
総
務
部
総
務
課　

山
口
六
平
太　

裁

判
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
じ
め
ま
す
！
」

を
上
映
し
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら
制

度
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
や
不
安
を
自
然
に

解
消
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
し
て
裁
判
員

が
選
ば
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
ご
理
解

い
た
だ
け
る
よ
う
裁
判
員
の
選
任
手
続

に
つ
い
て
の
解
説
も
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
は
俳
優
の
榎
木
孝

明
さ
ん
に
ご
出
演
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
タ
レ
ン
ト
の
高
樹
千
佳

子
さ
ん
を
始
め
、
数
名
の
登
壇
者
を

お
招
き
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
う

な
ど
、
色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
刑
務
所
の
食
事
体
験
や

模
擬
舎
房
の
展
示
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

性
格
検
査
、
検
察
庁
の
模
擬
取
調
室

の
公
開
な
ど
、
楽
し
く
面
白
い
催
し

が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
細
は
、
法
務
省

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
http://

w
w
w.

m
oj.go.

jp/

）

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

※

駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

法
務
省
は
、
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
な
ど
と
共
に
本
年
7
月
31
日

（
火
）
に
鹿
児
島
市
で
、
ハ
ン
セ
ン

病
に
関
す
る
「
夏
休
み
親
と
子
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
事
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
・
回
復
者
の
方
々
等
に
対
す
る
偏

見
・
差
別
の
解
消
を
目
指
す
た
め
に
、

小
・
中
学
生
の
時
期
に
ハ
ン
セ
ン
病

を
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、

「
医
学
か
ら
見
た
ハ
ン
セ
ン
病
」、「
歴

史
か
ら
学
ぶ
ハ
ン
セ
ン
病
」、「
ハ
ン

セ
ン
病
患
者
・
回
復
者
の
人
権
回
復
」

等
に
つ
い
て
、
親
子
で
共
に
考
え
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し

た
も
の
で
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
及
び
ハ
ン
セ
ン

病
に
関
す
る
啓
発
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

ビ
デ
オ
「
未
来
へ
の
虹
―
ぼ
く
の
お

じ
さ
ん
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
―
」
の
上

第48回「法の日」週間記念行事を開催します！●赤れんが秋まつり《みんなで奏でる司法のハーモニー》を開催します！

ハンセン病に関する「夏休み親と子のシンポジウム」を開催●自動車運転過失致死傷罪が新設されました

法の日関連
イ
ベ
ン
ト
情
報

第48回

　

第
２
部
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
、
歌
手
の
岡
崎
裕
美
さ
ん
に

よ
る
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ソ
ン
グ
「
世
界
を
し
あ
わ
せ
に
」
や

鹿
児
島
市
立
少
年
合
唱
隊
に
よ
る
合

唱
を
中
心
と
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
が
行

わ
れ
、
人
K
E
N
ま
も
る
君
と
あ
ゆ

み
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
、
ス
テ
ー
ジ
を

盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
来
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ

ん
に
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
中
学
生
た

ち
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

の
問
題
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
感
じ

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
親
子
で
ハ
ン

セ
ン
病
や
人
権
問
題
に
つ
い
て
話
し

合
う
よ
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
聞
い
た
こ

と
が
あ
る
だ
け
で
詳
し
い
こ
と
は
何

も
知
ら
な
か
っ
た
」
が
、
療
養
所
の

入
所
者
の
方
々
と
実
際
に
交
流
し
、

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
、
施
設
内
で
の

生
活
、
差
別
や
偏
見
に
苦
し
ん
だ
体

験
談
等
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
、「
自

由
に
生
き
る
権
利
を
奪
わ
れ
た
人
た

ち
が
、
こ
ん
な
に
身
近
に
い
た
こ
と

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
」、「
入
所
者

の
方
々
の
残
さ
れ
た
人
生
を
大
切
に

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
」、

「
ハ
ン
セ
ン
病
の
悲
し
い
歴
史
が
二

度
と
繰
り
返
さ
れ
な
い
世
の
中
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
一
人

一
人
の
努
め
だ
と
思
う
」
な
ど
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
の
「
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
に
つ
い
て
、
誰
に
で
も
で

き
る
こ
と
は
何
か
」
と
い
う
質
問
に

対
し
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
中
学
生
か

ら
は
、「
一
人
一
人
が
ハ
ン
セ
ン
病

に
関
心
を
も
っ
て
、
療
養
所
を
訪
問

し
、
入
所
者
の
方
と
交
流
す
る
」、「
自

分
が
差
別
や
偏
見
を
受
け
た
ら
、
ど

う
思
う
の
か
に
つ
い
て
考
え
る
」
と

い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

映
の
三
部
構
成
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

国
立
療
養
所
星
塚
敬
愛
園
園
長
及
び

同
入
所
者
自
治
会
長
に
よ
る
基
調
講

演
と
、
中
学
生
4
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト

と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
入
所
者
自
治
会

長
の
方
か
ら
、
長
い
隔
離
政
策
に
よ

り
、
療
養
所
を
終

の
す
み
か
に
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た

こ
と
、
療
養
所
で

は
人
と
し
て
の
尊

厳
が
な
く
、
血
と

涙
の
に
じ
む
生
活

で
あ
っ
た
こ
と
が

語
ら
れ
る
と
と
も

に
、
世
の
中
に
は
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て
も
ら
い

た
い
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ
い
て
学
び
、

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
星
塚
敬
愛

園
の
入
所
者
の
方
々
と
交
流
し
た
中

学
生
4
名
が
パ
ネ
リ
ス
ト
を
務
め
、

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る「
夏
休
み
親
と
子
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
鹿
児
島
で
開
催

　刑法が改正され、自動車を運転して死傷事故を起こし

た運転者に対する自動車運転過失致死傷罪（第211条第2

項）が新設されるとともに、これまで四輪以上の自動車

の運転者が処罰の対象とされていた危険運転致死傷罪

（第208条の2）について、自動二輪車や原動機付自転車の

運転者も同罪の対象となりました。

　この改正は、本年6月12日から施行されています。

　　Ｑ　どうして法改正が必要だったのですか？

　　Ａ　飲酒運転中などの悪質・危険な運転行為によるものや、
　　　多数の死傷者が出るなどの重大な結果を生じる交通事故が
　　　少なからず起きており、そうした事故について、事案の実
　　　態に即した適正な科刑を可能とするためには刑法の改正が
　　　必要と考えられたことによるものです。

　Ｑ　自動車運転過失致死傷罪の法定刑を教えてください。

　Ａ　新設された自動車運転過失致死傷罪の法定刑は、7年以下
　　の懲役又は禁錮若しくは100万円以下の罰金です。

Ｑ　自動車運転過失致死傷罪の対象に二輪車は含まれるのですか？

Ａ　今回改正された危険運転致死傷罪と同様、四輪以上の自動車
　のほか、自動二輪車、原動機付自転車も対象になります。

Ｑ　飲酒運転中に交通事故を起こすとどうなるのですか？

Ａ　飲酒運転中に運転者の過失により交通事故を起こして人を死
　傷させた場合には、自動車運転過失致死傷罪のほかに、道路交
　通法違反の罪（酒酔い運転又は酒気帯び運転の罪）が成立し、
　より重く処罰され得ることになります。
　　また、アルコールの影響で正常な運転が困難な状態であった
　場合には、　危険運転致死傷罪が成立し、更に重く処罰され得
　ることになります。

自動車運転過失致死傷罪が
新設されました。

●ファミリーコンサート

●パネルディスカッション

《
み
ん
な
で
奏
で
る
司
法
の

　ハ
ー
モ
ニ
ー
》を
開
催
し
ま
す
！



業務概況❹ 犯罪被害者支援ダイヤルで受電した問い合わせ内容

　コールセンター犯罪被害
者支援ダイヤルのほか、全
国の地方事務所でも、電話
や面談により犯罪被害者支
援に関する情報を提供して
います（平成19年4月～5月
1,234 件）。また、犯罪被害
者支援に精通する弁護士と
して全国で約1,179名（平成
19年4月1日現在）名簿に登
載されています。

■人権
2.0％

■ドメスティック・バイオレンス
 　2.5％

■その他の被害者相談、刑事手続、
　犯罪の成否等
　19.8％

■職場（セクハラ／いじめ／嫌がらせ）
　　1.4%

■性被害
  1.7％

■その他（消費者被害等）
51.1％

■生命・身体犯による被害
　21.3％

計 984件

●本紙に対するご意見、ご感想は

▲ ▲ ▲

［法務省大臣官房秘書課広報室］〒100-8977 東京都千代田区霞が関1-1-1　Tel:03-3580-4111㈹　Fax:03-3592-7393　E-Mail :webmaster@moj.go. jp
●この印刷物は再生紙と大豆インキを利用しています。

法務省だより
「法テラス」業務開始1周年

 

「
お
電
話
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
法
テ
ラ
ス
・
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
○
○
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
ど
の
よ
う
な
お
問
い
合
わ
せ

で
し
ょ
う
か
？
」

「
借
金
の
こ
と
な
ん
で
す
け

ど
。
知
ら
な
い
間
に
多
く
借

り
て
し
ま
っ
て
、
利
息
の
支
払
い
だ

け
で
も
大
変
な
ん
で
す
。
で
き
れ
ば

専
門
の
方
に
相
談
し
た
い
ん
で
す

が
、
こ
の
電
話
で
聞
い
て
も
ら
え
る

の
で
し
ょ
う
か
？
」

　

法
テ
ラ
ス
・
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

は
、
犯
罪
被
害
者
支
援
の
知
識
・
経

験
を
持
っ
た
担
当
者
が
お
電
話
を
お

受
け
す
る
犯
罪
被
害
者
支
援
ダ
イ
ヤ

ル
を
設
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

犯
罪
の
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
や
そ
の

ご
家
族
に
対
し
て
、
お
受
け
に
な
っ

た
損
害
・
苦
痛
の
軽
減
・
回
復
を

図
る
た
め
の
制
度
や
犯
罪
被
害
者
支

援
関
係
機
関
・
団
体
を
ご
案
内
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
、

犯
罪
被
害
者
支
援
に
精
通
す
る
弁

護
士
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

目
の
前
の
問
題
が
法
的
ト
ラ
ブ
ル

か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
方
、
犯
罪

被
害
に
あ
っ
て
一
人
で
悩
ん
で
い

る
方…

そ
ん
な
方
々
が
法
テ
ラ
ス
で

解
決
の
き
っ
か
け
を
見
つ
け
ら
れ
る

よ
う
、
今
後
も
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
最
適
な

相
談
窓
口
や
法
制
度
の
情
報
を
ご
案

内
し
て
い
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
い
た
ケ
ー
ス
で
は
、
弁
護
士
や

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
お

住
ま
い
の
お
近
く
の
法
律
相
談
窓
口

を
紹
介
い
た
し
ま
す
が
よ
ろ
し
い
で

し
ょ
う
か
？
」

「
実
は
、
夫
と
二
人
で
年
金

だ
け
の
生
活
な
ん
で
す
。
弁

護
士
さ
ん
に
お
願
い
す
る
と
お
金
が

か
か
る
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
お
支

払
い
す
る
余
裕
な
ん
て
な
い
ん
で

す
。  

あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
で

し
ょ
う
か
？
」

「
経
済
的
に
お
困
り
の
方
に

は
、
法
テ
ラ
ス
で
無
料
法
律

相
談
を
行
い
、
弁
護
士
費
用
な
ど
を

お
立
て
替
え
す
る
と
い
う
民
事
法
律

扶
助
制
度
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お
立
て 

替
え
し
た
費
用
は
、
毎
月
1
万
円
程

度
ず
つ
分
割
で
返
済
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
収
入
な
ど

の
一
定
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
民
事
法
律
扶
助
制
度
の

利
用
を
希
望
さ
れ
ま
す
か
？
」

「
是
非
お
願
い
し
ま
す
。」

0570-078374
お な や み な し

■ 法的トラブル解決のための情報は

0570-079714
な く こ と な い よ

■ 犯罪被害に関する相談は

（いずれも平日9時～21時　土曜日9時～17時）

へのアクセス方法

法テラスのホームページでは、法的トラブル
解決のための情報検索サービス（「よくある
質問と答え」「相談窓口」の検索）を提供して
いるほか、電子メールによるお問い合わせも
受け付けています。

■ 最寄りの法テラス事務所はHPにてご確認ください。
　　　　（事務所開設時間：9時～17時）

http://www.houterasu.or.jp

法
的
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
第
一
歩
は

0
5
7
0‒

0
7
8
3
7
4
か
ら

お
な
や
み
な
し

★公証週間（10月1日～7日）

★平成19年度人権啓発フェスティバル（和歌山会場）が開催されます

　日本公証人連合会が法務省後援の下に、毎年10月1日から7日までの1週間を「公証週間」として定め、
公証制度の普及のため、全国の公証人会及び公証役場において各種行事や法律相談等を実施しています。

★犯罪被害者週間のお知らせ
　11月25日（日）から12月1日（土）までの1週間は、犯罪被害者週間です。
　犯罪被害者週間は、期間中の集中的な啓発事業等の実施を通じて、犯罪被害者等が置かれている状況
や犯罪被害者等の名誉又は生活の平穏への配慮の重要性等について、国民の理解を深めることを目的と
して実施されるものです。
　第2回目となる今年も、以下の日程で、「犯罪被害者週間」国民のつどいが開催されるほか、各地で同
週間にちなんだイベントが開催される予定です。
　　 ●11月25日（日）　熊本大会　　　●11月26日（月）　茨城大会
　　 ●11月27日（火）　愛知大会　　　●11月29日（木）　北海道大会
　　 ●12月 1 日（土）　中央大会（東京）
　詳しくは、内閣府ホームページhttp://www.cao.go.jpをご覧ください。

★「法務省における法令適用事前確認手続」を一部改正しました
　詳しくは、法務省ホームページhttp://www.moj.go.jp/をご覧ください。

★第59回人権週間
　国連は、昭和23年の第3回総会で世界人権宣言が採択されたのを記念し、昭和25年12月4日の第5
回総会において、世界人権宣言が採択された12月10日を「人権デー」と定め、加盟国などにこれを記念
する行事を実施するように呼び掛けています。
　我が国では、世界人権宣言が採択された翌年の昭和24年から、毎年12月10日を最終日とする1週間
を「人権週間」と定め、関係諸機関の協力の下に、広く国民に人権尊重思想の高揚を呼び掛ける啓発活動
を展開しており、59回目を迎える今回も全国でさまざまな啓発活動を予定しています。
　　（日 時）平成19年12月4日（火）～10日（月）まで
　　（主 催）法務省、全国人権擁護委員連合会

業務開始1周年記念イベントの詳細は、ホームページにてご案内しています！

※　無料法律相談は経済的に余裕のない方を対象としておりますので、予約の申込みを受け付ける
　際に、相談内容及び収入等をお伺いさせていただきます。なお、刑事事件に関するご相談は対象
　となりません。

　昨年10月の業務開始以降、法テラスには、法的トラブルでお悩みの方々から、日々、たくさんのお問
い合わせをいただいています。
　そして、法テラスでは、法テラスのサービスをもっと多くの方に利用していただけるよう、本年10月、
業務開始から1周年を迎えることを記念して、全国各地に臨時の相談所を開設し、弁護士・司法書士によ
る無料法律相談を行います（※）。
　なお、相談は、事前予約制となります。また、臨時相談所の設置場所・日時及び予約連絡先等の詳細
については、法テラスホームページ（http://www.houterasu.or.jp）にてご確認ください。
　法的トラブルでお困りの方、ちょっと気がかりな問題を抱えている方は、是非ご利用ください。

http://www.houterasu.or.jp

　講演会、人権啓発資料展やシンポジウムのほか、コンサート、映画上映会、物産展など盛りだくさん
の催物を通じて、来場者の方々に人権を身近なものとして考えていただくイベントです。
　（日 時）平成19年11月17日（土）、18日（日）
　（場 所）和歌山県和歌山市（和歌山ビッグホエール・和歌山ビッグ愛）
　（主 催）法務省、文部科学省、和歌山県、全国人権擁護委員連合会、
　　　　　（財）人権教育啓発推進センター　ほか

【その他】の例
　●賃金・退職金　●医療事故
　●公害・環境　ほか多数

■各種裁判手続
　3％

■生活上の取引
　3％

■その他
　30％

■金銭の貸し付け
　4%

■借地・借家
　4％

■民事法律扶助
　6%

■相続・遺言
　8%

■男女・夫婦
　14%

■金銭の借り入れ
　28%

計 135,566件

業務概況❶ コールセンターへの問い合わせ内容（平成18年10月～平成19年5月）

　これまでに、法テラス
コールセンターに寄せられ
ているお問い合わせのう
ち、「金銭の借り入れ」「男
女・夫 婦」「相 続・遺 言」
に関するものが全体の半数
を占めています。また、日々
寄せられるお問い合わせを
もとに、「よくある質問と
答え（FAQ）」データベース
を日々追加・更新しており、
その数は現在 2,300 種類に
達しています。
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業務概況❷ 連携先相談窓口（平成19年5月現在）

　法テラスでは、全国で約
24,000 の相談窓口と連携
を図っており、これらの窓
口データベースをもとに、
問い合わせに最適な窓口を
ご案内しています。今後、
さらに連携先を拡大し、ま
た連携関係を充実させてい
くことで、より円滑なサービ
スの提供を図っていきます。

■国の機関：5,193窓口
（21.4％）

■犯罪被害者支援団体：116窓口
（0.5％）

■PLセンター：18窓口
（0.1％）

■地方公共団体：12,231窓口
（50.5％）

■経済団体：1,097窓口
（4.5％）

■その他の団体：3,749窓口
（15.5％）

■士業団体：1,809窓口
（7.5％）

例：消費生活センター
　　女性センター
　　児童相談所

例：全国銀行協会（よろず相談所）
　（社）日本損害保険協会
　　日本労働組合総連合会

例：弁護士会
　　司法書士会
　　税理士会

例：社会福祉協議会
　　精神保健福祉センター
　（財）中小企業センター

例：税務相談室（国税庁）
　　都道府県労働局
　（厚生労働省）
　　法務局人権相談所
　（法務省）

計 24,213窓口

業務概況❸ 民事法律扶助事件別実績（平成18年10月～平成19年5月）

　法テラスでは、「民事法
律扶助業務」として、収入
等の資力の乏しい方を対象
に、無料法律相談や弁護士・
司法書士の費用の立替えを
行っています。 昨年10月
～今年 5月の間、全国で約
46,000 件のご利用（無料法
律相談を除く）があります
が、中でも破産事件、家事
事件での利用が多くなって
います。■破産等：36,310件

（77.4％）

■請求異議・第三者異議：11件
（0.02％）

■執行・競売：218件
（0.46％）

■その他：137件
（0.29％）

■保全：382件
（0.81％）

■労働：390件
（0.83％）

■家事：6,276件
（13.38％）

■不動産：396件
（0.84％）

■金銭：2,755件
（5.87％）■行政：20件

（0.04％）

計 46,895件

※統計作業の都合上、平成19年4～5月の2ヶ月間のデータとなります。

★法テラス業務開始1周年記念イベント開催

～法テラスのサービスをもっと多くの方へ～

インフォメーション


